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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本ロボットの実現には、①脚歩行システム、②風向風速センサー、③匂い識別機構、④匂い源探索プログラム、⑤位置情報付与技術 の研究・開発を必要とする。
①　脚歩行システム
農業・林業分野では大形の作業用脚ロボットが研究されてきたが、機体を移動することが精一杯で、現在、研究は打ち切られている。
脚歩行は不整地での移動に優れているが、作物が生育する圃場では植物体を損傷しないように小形ロボットが適している。
しかし、未知の路面状況にすべて適応できる完全な制御アルゴリズムは存在しない。このため、昆虫の運動中枢であるCPG (Central Pattern Generator)の作る歩行パターンを、脚の自己受容センサーが調節するモデルを模倣して、路面状況に対応して直進・旋回を実現できる歩行アルゴリズムを開発する。
農業用として使用するためには、ロボットは低コストであることが重要なため、できるだけ市販の部品を使用する。
現在は脚ロボットを開発し、歩行パターンの切り替えを行うアルゴリズムの開発を、圃場実験も含めて行っている。
②　風向風速センサー
　気体や匂いなどの情報は風を媒体とすることから、風向風速センサーの搭載も必要である。
またロボットの航行に風向の情報を利用するために、現在、市販の風速センサーをロボットに搭載して、風に向かって歩行させる実験をおこなっている。
③　匂い識別機構
　匂いを識別できるセンサーは開発途上にあり、アルゴリズムの複雑さから識別に数分を要する。そこで昆虫の触角葉の匂い識別機構を模倣して、数秒以内の高速識別を可能にするシステムを実現したい。現在は、匂いの濃度を変えたときの筋電位の応答時間特性を調べている。この結果をもとに匂い識別アルゴリズムを構築する。匂いの識別は本研究の将来にむけての重要課題である。
④　匂い源探索プログラム
　既に開発済みのサーボスフィア装置を使い、昆虫の匂い源探査プログラムを解明する。この装置では、球体の上に虫を乗せて自由に歩かせ、センサーで虫の位置を探りながら、虫が常に球体の頂上に位置するように球体の回転に制御をかける。昆虫の動きを記録するとともに、その動きや位置に応じて刺激の与え方を制御できる。現在、歩行昆虫の匂い源探索プログラムの解析をおこなっており、フェロモンの匂い刺激を受けたときにだけ風上に向かう行動を明らかにした。この行動は、停止時の反射による風向定位と歩行中の直進から構成され、刺激の閉回路制御をおこなったところ仮想匂い源への誘導にも成功した。この行動プログラムをロボットに搭載して、匂い源探索機能を実現したい。
⑤　位置情報付与技術
　圃場情報は、量と位置の特定が必要である。
農業分野では位置の特定はGPS（全地球測位システム）でおこなっているが、小形の昆虫ロボットへの搭載は重量・コストの面で難しい。
そこで昆虫を模倣して、脚の移動量や作物情報を利用して、位置を特定するシステムを開発する。
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